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	POINT
	主題

	能は歌詠み
	古今著聞集
	※ノートの取り方について
	　このデータは、あくまで板書の想定です。　本文（予習段階）・現代語訳（予習+授業内）は全て記載されている必要があります。 　その他の情報（黒板やスライド書き込み）については、自分の必要に応じて加減をしてください。全て写した方が提出点が上がるという訳ではないです。むしろ取捨選択と自分だけの情報追加をした方が理解が深まります。 　ただし、授業内で「絶対書いておくべき指示」をした箇所はチェックします。
	第二段　～Ｐ１１・Ｌ３　新参の侍の機知に富む歌。
	第一段　始め～Ｐ１０・Ｌ２　新参の侍の紹介


	段落分割
	古今著聞集　能は歌詠み

	　花園の左大臣の家に、初めて参りたりける侍の、名簿の端書きに、「能は歌詠み」と書きたりけり。 　大臣、秋の初めに、南殿に出でて、はたおりの鳴くを愛しておはしましけるに、
	暮れければ、「下格子に、人参れ。」と仰せられけるに、「蔵人の五位違ひて、人も候はぬ。」と申して、この侍参りたるに、「ただ、さらば、なんぢ下ろせ。」と仰せられければ、参りたるに、
	に、「なんぢは歌詠みな。」とありければ、かしこまりて、御格子下ろしさして候ふに、「このはたおりをば聞くや。一首つかうまつれ。」と仰せられければ、「青柳の」と、初めの句を
	申し出だしたるを、候ひける女房たち、折に合はずと思ひたりげにて、笑ひ出だしたりければ、「ものを聞き果てずして笑ふやうやある。」と仰せられて、「疾くつかうまつれ。」とありければ、
	青柳のみどりの糸を繰りおきて夏へて秋ははたおりぞ鳴く と詠みたりければ、大臣、感じ給ひて、萩織りたる御直垂を、押し出だして賜はせけり。
	　寛平の歌合に、「初雁」を、友則、  春霞かすみていにしかりがねは今ぞ鳴くなる秋霧の上に と詠める、左方にてありけるに、五文字を詠みたりける時、右方の人、声々に笑ひけり。
	さて次の句に、「かすみていにし」と言ひけるにこそ、音もせずなりにけれ。同じことにや。 【巻第五】

